
多勢：保育所その他の入所児中、問題児の生活治療の技術にかんする研究

保育所その他の入所児中，

技術にかんする研究　（3）

問題児の生活治療の

一入園当初児における間題行動の傾向一

研究第9部　　多　　勢 豊　”次

　入園後、約工0日を経た72名の幼児の母親に、問題行動

および社会性を測定すると考えられる2種類の質問紙を

配布し、チエッ．クによる評価をしてもらった。そして、

全ぐチエッグされなか6た行動と、数多くチエックされ

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　目

　幼児における問題行動は、年令との関連や、評価者の

感じ方のちがいを考零なげればをらない。この点を開ら

かにするために、先づ母親によ6て問題とみなされる行

た行動に分類した結果、ミ問題行駄の傾向が示され塾

社会性得点の多少と闘連づけた結果、なにをミ間題ぐあ

るいはミ間題でない藁rとみなしてよいかも考案された。

的

動にはどのようなものが多いか、又少ないかをみる。

　次に、それらのモ問題行熱を子どもの適応状態のイ

ソデックスと考えられるミ社会性鳶と関係づけてみる。

H　方

　43年4月に、ある幼稚園の2年保育に入園した72名の

4才児の母親に、幼児行動調査表（前研究のもの一表1

a）および行動評価用紙（坂本氏作製、昭和36年一表1

b）にチエック記入してもらった。記入日は入園約工0日

後であった。

第俵a幼児行動調査表の内容

乱暴、反抗、’引込思案、

神経質、おちつきなし、

怖れなど

法

行動な恥し性格に

かんするもの

神経症的習癖にか

んするもの

身体症状にかんす

るもの

食欲不振、偏食、夜驚、

吃り、指しゃぶりなど

！44項目

59頂目

桀物酔い、ぜんそく、
　　　　　　　　　　42項目
夜尿、チックなど

第1表　b　行動評価用紙の内容

1，　幼稚園に行きたがるかどう一か

2．幼稚園が好きか嫌いか

3，友だちが多いか少いか

4．　親によく話しかけるかどうか

51、他人に返蛮ができるかどうか

6， 他の子どもと協調するかどうか

7ド他人のいいなりになりやすいかど
　　うか

8．一人でいるめを好むかどうか

9，　朝の挨拶ができるかどうか　、

10，進んで手伝いができるかどうか

各問を

5段階評定

，

皿　結

1．　問題行動のチ呂ックされた傾向（第2表）

2．社会性との関係

．煮動評価用．紙の結果はだいたい、粗い正規分布をし、て．

果

いたので、薗側の25％をとり、低社会性グルーブ（17

名）、中間グルーブ（39名）、高社会性グルーブ（工6名）、

に分けた（第3表）g
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第2表
行　動　・　悔て． 鋒 、

、、．
神1経痺，磯、翠癬．ご、．、 身　・体．’症　　状

全

く

チ

r民

ツ

ク

さ

れ

な

か

つ

た・

も

の

仲間はづれにする

カ、げ口をレ、う

悪口をいう

協力しない

大人からはなれられない

皆の前に出たがらない

友だちがない

いつも遅れてしまう

齪殻響轡、・
自分から始めない

人の後にばかりついている

ビクビクしている

持続できない

大げさにいう

気げんが直らない

かわい気がない

舗糊瞬し《鱒’、
子rどもらしい処がない』・。、

赤ん坊じみてる

年下の子どもでないと遊べない

よく蛆をつく

物を盗む
家のものをもち出ず

残酷なこと奪好む　、：，、、、．．．

人のものを奪う

悪い遊びをする

食物でないも のを欲し力掻、　u

夜中に歩いたりする

下腹部をこする、

一性的なことをよく口にする

誇書いをわ導トやすい

胸がドキドキするという

胸が痛いとレ・う

急に脈が早くなる

気を失う

ひきつけや発作をおこす

昼間おもらしをする

大便をもらす

手足のふるえることがある

手足がしびれたりする

たえず体をゆする

目．をバチパ チさ．せる、

ほほをビクピク・ざ煙る1

鼻をクンクソさせる

肩をビクビク動かす

首をよくふる

急に目が見えなくな峯二

急に耶隊なく璽
、．急に声醐蟹なる

鴛
糟
務
魂
諺
た磐

も琶

の

（33人）　甘える

（31〃）　くや しがる

（26〃）　はしゃぎわすい　

』（～4〃）　ふざける

（23 り勢通りにしよう1とす

（22〃）　要求塗通そ1う・と する

（22〃）　はづかしがる

（22〃）おしゃべり である

（20 〃）すね喪り 、．ふくれたり

　　　　する
（！6〃）用心深い

（皇5〃）神経質である

（監4〃）　強情である

（14”）、、姉つき趣い

（23人）、 食菰の量炉少ない

（21〃）食礁が長くか力喝
（16〃） 声が力塙い、
（L6〃）　鼻をほじ拳
、（15〃）一人言をよくいらて秘・

　　　　る

（13人）　よくかゆがる
（12ク〉　便秘を しやすい悠

・（夏1〃） よく汗をか く
（1・〃）カゼをひ尊串菟

㌧㌧

く玉
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第3表
3グルーブごと
チェック数

3グループごと
チ呂ック数

低社会性グルーブに多い項目
低　中　高

高社会性グルーブに多い頂目
低　中　高

すねたり、ふくれたりする 6　　L4　　0 よくけんかをする 0　　5　　5

甘える 14　　13　　6 反抗する 1　　7　　4

はづかしがる 9　　12　　1 ボスやリーダーになる O　　L　　5

自分から話しかけられない 4　　4　　0 気が散りやすい ！　　6　　5

依頼心が強い ・4　　1　　0 おしゃべりである 2　　12　　8

新しいこ1とをあまりしない 3　　監　　0 早口：にしゃべる 0　　6　　
4

アネが多い． 4　　4　　1 夢などを見て泣き叫ぶ 0　　4　　3

こわがりやすい 5　　5　　1 倍い処では眠れない L　　　1　　4

気が弱い 6　　4　　2

偏食が多い 7　　5　　2

気分によって食べなかったりする 6　　1　　2

※選んだ基準：全体のチエック数が少ないぱあいは3＝0（または0＝3）・あるいは4＝1（または1：4）以上

　　　　　　とし、多いぱあいは、一方のチエック数が2倍以上とした。

】V　考

三，問題行動のチエックされた傾向について

　全くチエックされなかった項目は、次の諸要因による

ためと推定され、反対に多くチエックされた項目は、そ

れらとは逆の諸要因によるためと推定される。

　a．母親にとって問題とみなされにくい一みなされ

　　やすい。

　b．入園当初のため、園生活における行動は未だ評価

　　できない一入園当初によくみられる。

　c．4才児にとってはすでに見られなくなった行動

　　か、あるいは米だあらわれない行動かも知れない一

　　一4才児にはしばしば見られる。

　d．一般の幼児には本当に見られない行動一よく見

　　られる行動。

　e，寂述の表現が適切でなかった一表現が適切であ

　　った。

　これらのことから、全くチエックされなかった項目な

いし行動には、さらに研究を重ねること摂必要であり、

又多くチエックされたものを、専門家が安易に≒問題ミ

とみなすことは慎重であるべきかも知れない（ただし、

“甘える塾、“恥しがるも、昏すねたり、ふくれたりするも

を除いて）。

察

2．社会性との関係について

　行動評価用紙は同じく母親の評価によっているが、質！

問がかなり具体的であり、又5段階評定になっているの・

で、一応、社会性傾向の多少を得点化してくれるものと

思われる。したがって、低社会性グループに多い項目は．

緊本当の問題鳶とみなしてよいかも知れない。反対に高：

社会性グループに多い項目は、たとえ母親がミ問題毫と

みなしても、本当の間題とみなす必要はなく・むしろ望、

ましい行動ではあると考えてもよいかも知れない。

3，約1年後および2年後、同じ子どもたちの母親に、

同じ2種類の質問紙で評価してもらう予定であるので、

その結果から、上述の諸要因が検討され、又本当の問題！

とみなしてよいか否かもしだいに明らかになって行くと

思われる。さらに又・保育効果の程度も副次的に測定さ』

れることになろう。

〔文　献〕

1）　坂本竜生＝評価一非社会性児における遊戯治療

　の効果の測定（森脇要他：子供の心理療法、P，3姶

　～348）、慶応通信、昭和36年。
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2）多勢豊次；問題児の生活治療の技術にかんする研

　究（1）、日本総合愛育研究所紀要第2集、 1966、

第4集

P・193～4。

Behavior　Disorders　in　Four－yearっ1d　Children

Toyoji　Tase

　　1旦order　tQ　find　how　ofen　the“behavior　problems，，r　occur　amo㎎four－year・old　chiLdren，and

・9 hat　the　relatio舷ships　between　these　problems　and　the　socia1 m凱turity　of　children．are，seve瑛y・two

・mothers　whose　children　began　to．attend　the　kindergarten　for　the　flrst　tlme　were　given　two　kinds

・fquesti・naireandaskedt・e叫u粂t“th磯havi・rs・fthe正rch玉1dren・Theresultsindi己ate軸at
一‘ ndesired”behaviors　aτe　much　common白ven　in　the　positive　sgcial　group　of　childr6n．
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